アクティブ・ラーニングとSPACe の役割 by 西浦 昭雄 & 山﨑 めぐみ
はじめに
　20１3年 9 月１2日、中央教育棟の 2 階にラーニ
ング・コモンズ（愛 称：SPACe）が 開 設 され
た。これに伴い、１５年近くにわたって創価大学
の学習支援の推進役となっていた教育・学習支
援センター（英語名称 Center of Excellence in 




















　SPACe という名称は、Student Performance 
Acceleration Center の 略 語 であるが、これに































ランゲージ・センター（英 語 名 称 World Lan-






































ソン 博 士（2007年）やケーガン 博 士（2003・
20１１年）を招いて講演会等を実施するなど学内
での定着化を図ってきた。











グループ演習（ １ ・ 2 年）を必修化した。また

































































表 １ 　創価大学の教育改善の取り組み（GP) 一覧

































































































　20１3年 7 月頃になると、SPACe の運用に関
する重要事項が決定してきた。第 １ に、新しく





















　図 2 は20１3年 9 月１2日 にオープンした SPACe
の見取り図である。まず WLC Self-Access Cen-
ter は、チット・チャット・クラブ（英語初級）、
イングリッシュ・フォーラム（英語中級以上）、











図 1 　SPACe のロゴ
図 2 　ラーニング・コモンズ SPACe の見取り図
 （出所）『SEED』第 ５ 号、 3 頁。
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である。SPACe 開設から学生だけでも 4 か月
で１3.５万人、大学院生や教職員を合わせると述
べ１５万人が入館したことになる。学年別では、
学部利用者の 4 割を １ 年生が占めている。授業
の課題としてチット・チャット・クラブやイン
グリッシュ・フォーラムの利用を掲げている英
表 2 　月別利用者数の推移（2013年 9 月～12月）
学　部　生 院　　　生 教職員／その他 合　　　計
9　月 1585 46 212 1843
10　月 1683 44 189 1916
11　月 1951 40 185 2176
12　月 1881 37 176 2094

































































学　年 経　済 経　営 法　学 文　学 教　育 工　学 学部生合計
1年生 45.8 40.9 29.8 36.4 40.6 56.6 40.9
2 年生 23.5 23.0 27.3 25.1 20.1 21.9 23.8
3 年生 11.0 21.2 19.8 19.2 19.6 10.4 16.1
4 年生以上 19.7 14.9 23.0 19.2 19.8 11.2 18.7
合　　計 100 100 100 100 100 100 100
合計カウント数 49,752 22,879 18,387 26,724 10,062 7,303 135,782
（注）2013年 9 月12日～2014年 1 月12日までの累計入場カウント数。
表 4 　学部別・学習セミナー等の利用者数
学　　年 経　済 経　営 法　学 文　学 教　育 工　学 看　護 学部生合計
学 習 セ ミ ナ ー 100 62 80 90 99 25 4 460
レ ポ ー ト 診 断 14 18 12 40 8 3 0 95
レポートチューター 7 15 4 2 5 3 0 36
数 学 チ ュ ー タ ー 0 60 30 75 0 0 0 165
学 習 相 談 24 23 6 48 8 4 0 114
合　　計 145 178 132 255 120 35 4 869
（注）2013年 9 月12日～ 1月 7日における延べ人数。なお、学習相談にはオアシス・プログラム受講者も含んでいる。
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大 することも 考 えられる。SPACe が 一 種 の
ショーウインドーとして、多様な学び方を学生
や教員が学び、それが全学の授業や学生の活動
に拡大していくことを目指している。
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